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問  平成31年度から伊良湖岬中学校が福江中学校に統
合される。今後の統合準備委員会のスケジュールは。

答  統合の前年まで、年3回程度委員会を開催する予
定。教育課程・通学体制などは部会を設置して細
かな検討を随時行っている。

問  統合により部活動の種目は増えるか。
答  出来れば増やしたいという学校の思いはあるが、

教員は2名増えるだけの予定であり、慎重に検討
する。

問  福江中学校と福江高校の連携型中高一貫教育の進
捗状況と内容は。

答  昨年7月に推進委員会を組織し、生徒の教育活動
での交流・教員相互の交流・地域と連携した交流
活動について協議している。

問  両校で現在行われている部活動交流は。
答  バレーボール部・卓球部・バスケットボール部が

合同練習を行った。本格的な交流は、平成29年度
から始まる予定。

学校を核とした地域魅力化プロジェク
トの取組について

問  両校で連携して「ふるさとキャリア教育」を積極
的に行うことはできるのか。

答  地域学習を進める中で、連携した取り組みは可能
と考えている。

問  連携型中高一貫教育への意気込みは。
答  6年間の交流の中で、豊かな人間性を育成し、市

の発展に貢献できる生徒の育成を目指すことを目
的としたこの取り組みは、市内の学校としては、
中高が連携して行う初めての取り組みであり、大
きな成果が出ることを願っている。

問  福江高校を核とした渥美地域の魅力化の考えは。
答  地域の核としては、まず小中学校が挙げられるが、

観光ビジネスコース新設が検討されていること、
また福江中学校との連携型中高一貫教育を通し、
地域の魅力向上・活性化につながることを期待し
ている。

検討されている観光ビジネスコースの新設や、連携型中高一貫
教育を通じ、地域の魅力向上・活性化につながることを期待
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